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第一部 【企業情報】

　

第１ 【企業の概況】

　

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第74期

第２四半期連結
累計期間

第75期
第２四半期連結

累計期間
第74期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 10,085 9,886 20,974

経常利益 (百万円) 1,175 949 2,501

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 796 654 1,719

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 629 728 1,696

純資産額 (百万円) 12,587 14,058 13,653

総資産額 (百万円) 20,225 21,210 21,496

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 171.20 141.94 371.24

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 62.2 66.3 63.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 844 299 2,128

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △89 △241 △212

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,457 △518 △1,706

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(百万円) 4,170 4,627 5,095
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回次
第74期

第２四半期
連結会計期間

第75期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 118.03 85.71

 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含みません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の

期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

５　第75期第２四半期連結累計期間より金額の表示を千円単位から百万円単位に変更しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の連結子会社)において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢が改善するなど、緩やかな回復基調で推移

したものの、中国経済の減速懸念などもあり、引き続き不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループを取り巻く事業環境は、建設業界及び合成樹脂加工品業界における需要の伸び悩みや販売競争の激

化、人手不足感等により引き続き厳しい状況が続いております。

　当社グループはこのような状況の下、営業力の強化と積極的な販売活動に努めてまいりましたが、当第２四半期連

結累計期間の連結売上高は、98億86百万円(前年同期比2.0%減)となりました。

　損益面につきましては、当第２四半期連結累計期間においても徹底したコストダウン及び諸経費の削減などの諸施

策を実施してまいりましたが、営業利益は９億21百万円(前年同期比22.3%減)、経常利益は９億49百万円(前年同期比

19.3%減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は６億54百万円(前年同期比17.9%減)となりました。

セグメント別の状況は次のとおりです。

[合成樹脂加工品事業]

　主力の建材製品は、国内床材、住宅資材及び壁装材が売上増となりましたが、防水資材及び輸出用床材は売上減と

なりました。また、産業資材製品は、欧米向けフィルムが売上増となりましたが、車両用床材が売上減となりまし

た。

　この結果、売上高は96億97百万円(前年同期比2.1%減)、営業利益は７億81百万円(前年同期比25.4%減)となりまし

た。

[不動産賃貸事業]

　不動産賃貸料収入は、売上高は１億88百万円(前年同期比2.2%増)、営業利益は１億40百万円(前年同期比0.6%増)と

なりました。
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(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末より２億86百万円減少し、212億10百万円となりまし

た。その主な原因といたしましては、受取手形及び売掛金が１億62百万円増加したものの、現金及び預金が４億67百

万円減少したことによるものです。

　負債の部では、前連結会計年度末より６億91百万円減少し、71億51百万円となりました。その主な原因といたしま

しては、支払手形及び買掛金が１億38百万円、電子記録債務が１億34百万円、未払法人税等が１億92百万円、それぞ

れ減少したことによるものです。

　純資産の部では、前連結会計年度末より４億４百万円増加し、140億58百万円となりました。その主な原因といたし

ましては、利益剰余金が３億31百万円、その他有価証券評価差額金が１億２百万円増加したことによるものです。

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ４億67

百万円減少し、46億27百万円となりました。当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況

と原因は次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果得られた資金は、２億99百万円(前年同四半期収入８億44百万円)となりました。これは主に売上債

権の増加、仕入債務の減少及び法人税等の支払がありましたが、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費によるも

のです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は、２億41百万円(前年同四半期支出89百万円)となりました。これは主に有形固定資

産の取得による支出によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果使用した資金は、５億18百万円(前年同四半期支出14億57百万円)となりました。これは主に長期借

入金の返済による支出及び配当金の支払額によるものです。

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億38百万円です。
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第３ 【提出会社の状況】

　

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 9,000,000

計 9,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,625,309 同左
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株です。

計 4,625,309 同左 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年９月30日 ― 4,625,309 ― 5,007 ― 4,120
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東ソー株式会社 東京都港区芝３丁目８番２号 1,733 37.47

KBL EPB S.A. 107704
(常任代理人株式会社みずほ銀行
決済営業部)

43 BOULEVARD ROYAL L-2955 LUXEMBOURG
(東京都港区港南２丁目15番１号)

592 12.81

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 211 4.56

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 182 3.93

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 100 2.16

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 91 1.96

あいおいニッセイ同和損害保険
株式会社

東京都渋谷区恵比寿１丁目２８番１号 65 1.42

MSIP CLIENT SECURITIES
(常任代理人モルガン・スタン
レーＭＵＦＧ証券株式会社)

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF, LONDON
E14 4QA, U.K.
(東京都千代田区大手町１丁目９番７号)

57 1.24

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 53 1.14

RE FUND 107-CLIENT AC
(常任代理人シティバンク、エ
ヌ・エイ東京支店)

MINISTRIES COMPLEX ALMURQAB AREA KUWAIT
KW 13001
(東京都新宿区新宿６丁目27番30号)

40 0.87

計 ― 3,127 67.61
 

 

 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等) 
                       (注)１

(自己保有株式)
普通株式 14,900

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

 4,582,900
45,829 ―

単元未満株式          (注)２
普通株式
 27,509

― ―

発行済株式総数 4,625,309 ― ―

総株主の議決権 ― 45,829 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(自己株式等)」の14,900株は、全て当社保有の自己株式です。

２　「単元未満株式」の中には、株主名簿上は当社名義となっているが実質的に所有していない株式50株及び

当社所有の自己株式６株が含まれています。
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② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ロンシール工業㈱

東京都墨田区緑四丁目
15番３号

14,900 ─ 14,900 0.32

計 ― 14,900 ─ 14,900 0.32
 

(注)　このほか株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が50株及び当社所有の自己株

式が６株あります。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりです。

(1) 取締役の状況

① 新任取締役

 該当事項はありません。

 
② 退任取締役

 該当事項はありません。

 
③ 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役兼常務執行役員
人事・総務部、経理部、監査室、
防水事業部担当

取締役兼常務執行役員
人事・総務部、経理部、監査室
担当

井 関 直 彦 平成29年９月30日

取締役兼執行役員
建装事業部長兼大阪支店長

取締役兼執行役員
建装事業部長

常 盤 昭 夫 平成29年９月30日
 

　

(2) 執行役員の状況

当社は、執行役員制度を導入しており、前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における取締役

を兼務していない執行役員の異動は、次のとおりです。

① 新任執行役員

役名及び職名 氏名 就任年月日

執行役員
住宅事業部長

池 田 広 志 平成29年９月30日
 

 
② 退任執行役員

役名及び職名 氏名 退任年月日

常務執行役員
防水事業部長兼大阪支店長
住宅事業部担当

江 森 正 光 平成29年９月30日
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第４ 【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、明治アーク監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．金額の表示単位の変更について

当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりまし

たが、当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしまし

た。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,095 4,627

  受取手形及び売掛金 5,403 ※  5,566

  電子記録債権 1,213 ※  1,193

  商品及び製品 2,170 2,156

  仕掛品 204 256

  原材料及び貯蔵品 610 605

  その他 459 421

  貸倒引当金 △4 △4

  流動資産合計 15,152 14,822

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 9,497 9,502

   機械装置及び運搬具 9,579 9,513

   工具、器具及び備品 3,582 3,600

   土地 2,431 2,431

   リース資産 5 -

   建設仮勘定 3 7

   減価償却累計額 △19,785 △19,825

   有形固定資産合計 5,313 5,229

  無形固定資産   

   その他 79 70

   無形固定資産合計 79 70

  投資その他の資産   

   投資有価証券 853 1,000

   その他 113 102

   貸倒引当金 △16 △16

   投資その他の資産合計 951 1,087

  固定資産合計 6,343 6,387

 資産合計 21,496 21,210
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,331 2,193

  電子記録債務 1,641 1,506

  短期借入金 472 372

  未払法人税等 479 287

  賞与引当金 309 354

  その他 1,066 928

  流動負債合計 6,301 5,643

 固定負債   

  長期借入金 244 148

  預り保証金 1,089 1,108

  退職給付に係る負債 64 65

  その他 142 186

  固定負債合計 1,541 1,508

 負債合計 7,843 7,151

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,007 5,007

  資本剰余金 4,121 4,121

  利益剰余金 4,147 4,479

  自己株式 △23 △24

  株主資本合計 13,253 13,583

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 385 487

  為替換算調整勘定 15 △13

  その他の包括利益累計額合計 400 474

 純資産合計 13,653 14,058

負債純資産合計 21,496 21,210
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 10,085 9,886

売上原価 5,983 5,901

売上総利益 4,101 3,984

販売費及び一般管理費 ※  2,915 ※  3,063

営業利益 1,186 921

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 13 14

 不動産賃貸料 18 18

 その他 16 11

 営業外収益合計 47 45

営業外費用   

 支払利息 10 5

 売上割引 4 4

 為替差損 42 1

 会員権評価損 - 6

 その他 1 0

 営業外費用合計 58 17

経常利益 1,175 949

特別利益   

 固定資産売却益 0 -

 特別利益合計 0 -

特別損失   

 固定資産売却損 - 0

 固定資産除却損 2 4

 特別損失合計 2 4

税金等調整前四半期純利益 1,172 944

法人税、住民税及び事業税 326 292

法人税等調整額 48 △2

法人税等合計 374 290

四半期純利益 798 654

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 796 654
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 798 654

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △63 102

 為替換算調整勘定 △105 △28

 その他の包括利益合計 △169 74

四半期包括利益 629 728

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 630 728

 非支配株主に係る四半期包括利益 △1 -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,172 944

 減価償却費 167 180

 会員権評価損 - 6

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △0

 賞与引当金の増減額（△は減少） 11 45

 受取利息及び受取配当金 △13 △15

 支払利息 10 5

 手形売却損 0 -

 有形固定資産除却損 2 4

 有形固定資産売却損益（△は益） - 0

 売上債権の増減額（△は増加） 14 △148

 たな卸資産の増減額（△は増加） △51 △56

 仕入債務の増減額（△は減少） △114 △270

 その他 22 57

 小計 1,222 753

 利息及び配当金の受取額 13 15

 利息の支払額 △11 △6

 手形売却に伴う支払額 △0 -

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △379 △462

 営業活動によるキャッシュ・フロー 844 299

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △89 △236

 有形固定資産の売却による収入 0 0

 投資有価証券の取得による支出 △0 △0

 その他 0 △3

 投資活動によるキャッシュ・フロー △89 △241

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △700 -

 長期借入金の返済による支出 △250 △196

 自己株式の取得による支出 △315 △1

 配当金の支払額 △189 △320

 その他 △2 △0

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,457 △518

現金及び現金同等物に係る換算差額 △25 △7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △728 △467

現金及び現金同等物の期首残高 4,898 5,095

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,170 ※  4,627
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(追加情報)

該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※　 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形及

び電子記録債権が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

受取手形及び売掛金 ―百万円 160百万円

電子記録債権 ―百万円 41百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

給料及び賞与 773百万円 796百万円

賞与引当金繰入額 169百万円 220百万円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

です。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金勘定 4,170百万円 4,627百万円

預入期間が３カ月を超える
定期預金等

―百万円 ―百万円

現金及び現金同等物 4,170百万円 4,627百万円
 

　

EDINET提出書類

ロンシール工業株式会社(E01103)

四半期報告書

16/22



 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月12日
取締役会

普通株式 191 4.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

　３．株主資本の著しい変動

　当社は平成28年５月12日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定による定款の定めに基づき、自己

株式の取得に係る事項を決議いたしました。

　また、平成28年８月25日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、保有する自己株式の一部を消

却することを決議いたしました。

　これにより当第２四半期連結累計期間において、次のとおり自己株式の取得及び消却を実施いたしました。　

 
（1）自己株式の取得

　①取得した株式の種類

　　　当社普通株式

　②取得した株式の総数

　　　1,794,000株

　③株式の取得価額の総額

　　　299百万円

　④取得した期間

　　　平成28年５月19日から平成28年６月13日まで

　⑤取得の方法

　　　市場買付

　

（2）自己株式の消却

　①消却した株式の種類

　　　当社普通株式

　②消却した株式の数

　　　2,000,000株

　③株式の消却価額の総額

　　　321百万円

　　　これにより利益剰余金及び自己株式がそれぞれ同額減少しております。

　④消却実施日

　　　平成28年９月８日
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当第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月11日
取締役会

普通株式 322 70.00 平成29年３月31日 平成29年６月12日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

　３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上

額(注)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 9,901 184 10,085 ― 10,085

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 9,901 184 10,085 ― 10,085

セグメント利益 1,047 139 1,186 ― 1,186
 

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上

額(注)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 9,697 188 9,886 ― 9,886

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 9,697 188 9,886 ― 9,886

セグメント利益 781 140 921 ― 921
 

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

　該当事項はありません。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりです。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 171.20円 141.94円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 796 654

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

796 654

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,655 4,610
 

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

２　平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の

期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月９日

ロンシール工業株式会社

取締役会　御中

 

明治アーク監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   濵　　田         尊　 印

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   長　　井    裕  太　 印

 

   
 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロンシール工業

株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日

から平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロンシール工業株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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